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林業先進国フィンランドの北カルヤラ県知事を団長とした訪問団が、6月7日から9日まで初めて
長野県を訪れ、視察や意見交換などを行いました。長野県と北カルヤラ県は、2019年10月に林業
分野での連携・交流を強化する覚書を締結しましたが、新型コロナウイルスの感染拡大で、来県が
見送られてきました。この度、訪問を記念して県庁敷地内で植樹を行いました。
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今
年
度
の
長
野
県
植
樹
祭
は
、
県
民
の

植
樹
活
動
へ
の
参
加
機
会
を
広
範
囲
に
提

供
で
き
る
よ
う
県
内
４
会
場
で
開
催
し
ま

し
た
。

佐
久
会
場
の
森
林
教
室
参
加
者
を
除

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
等
を
考
慮
し
一
般
参
加
の
募
集
は
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
会
場
で
は
林
業
関

係
者
を
中
心
に
多
く
の
方
々
に
参
加
い
た

だ
き
、
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
植
樹
祭
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は

多
く
の
企
業
・
団
体
の
皆
様
か
ら
御
協
賛

を
い
た
だ
き
、
苗
木
の
購
入
代
金
等
を
御

支
援
い
た
だ
い
た
他
、
飲
食
物
等
の
物
品

を
各
会
場
で
提
供
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
県
民
参
加
に
よ
る
森
林

づ
く
り
を
一
層
進
め
る
た
め
に
、
地
域
住

民
、
森
林
づ
く
り
を
支
援
す
る
企
業
・
団

体
の
皆
様
の
ご
参
加
・
ご
協
力
の
も
と
緑

豊
か
な
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。【

森
林
づ
く
り
推
進
課
】

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】

令
和
４
年
度

第
72
回 

長
野
県
植
樹
祭
を

県
内
４
会
場
で
開
催
し
ま
し
た

【各会場の開催状況】
○ 北アルプス会場 （５月21日（土）） ○ 長野会場 （５月28日（土））

○ 上伊那会場 （６月１日（水）） ○ 佐久会場 （６月11日（土））



■ 3 ■　長野の林業　No.382　2022.7

６
月
15
日
水
曜
日
、
立
科
町
南
平
公

園
に
お
い
て
、
林
業
普
及
指
導
員
研
修

「
苗
木
と
植
栽
の
基
礎
知
識
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
林
業
普
及
指
導
員

（
Ａ
Ｇ
）を
は
じ
め
と
す
る
県
職
員
27
名

が
参
加
。
主
伐
・
再
造
林
の
取
組
が
各

地
で
進
み
つ
つ
あ
る
中
、
現
場
で
の
普

及
指
導
に
不
可
欠
な
種
苗
に
関
す
る
知

識
・
技
術
を
改
め
て
学
ぶ
１
日
と
な
り

ま
し
た
。

午
前
中
は
座
学
研
修
を
行
い
、
林
業

種
苗
法
の
定
め
る
種
苗
の
生
産
・
配
布

の
決
ま
り
ご
と
や
県
内
の
種
苗
生
産
・

需
給
の
状
況
、
森
林
づ
く
り
の
成
否
を

左
右
す
る
種
子
の
重
要
性
等
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

午
後
は
現
地
に
移
動
し
、
実
際
の
苗

木
を
観
察
し
な
が
ら
、
裸
苗
・
コ
ン
テ

ナ
苗
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
、
優
良
な
苗
木

の
見
分
け
方
等
に
つ
い
て
、
林
業
総
合

セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
解
説
を
聞
き
ま
し

た
。
県
内
の
苗
木
生
産
の
４
割
ほ
ど
を

【
信
州
の
木
活
用
課
】

【
信
州
の
木
活
用
課
】

占
め
る
コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
根
系
が
発
達

し
や
す
い
、
根
巻
き
が
起
こ
ら
な
い
等

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
高
密
度
で

育
苗
す
る
た
め
形
状
比
が
高
く
、
枝
張

り
が
狭
く
な
り
が
ち
な
の
が
課
題
と
の

こ
と
で
、
こ
う
し
た
課
題
の
克
服
に
向

け
た
試
験
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
も
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
コ
ン
テ
ナ
苗
を
実
際
に
植

栽
す
る
実
習
で
す
。
専
用
の
道
具
を
使

う
と
効
率
的
に
植
え
ら
れ
る
こ
と
を
実

感
し
た
一
方
、
唐
鍬
で
は
真
っ
す
ぐ
植

え
る
の
が
意
外
と
難
し
い
と
の
感
想
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

研
修
の
ま
と
め
の
講
評
の
中
で
、
印

象
的
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
約

40
年
前
の
Ａ
Ｇ
は
苗
木
に
関
す
る
業
務

に
日
常
的
に
携
わ
り
、
知
識
も
持
っ
て

い
た
こ
と
。
そ
の
後
の
間
伐
中
心
の
時

代
の
中
で
、
苗
木
に
関
す
る
知
識
や
技

術
は
置
き
去
り
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た

が
、
今
ま
た
必
要
に
な
り
、
一
方
で
、

間
伐
に
関
す
る
技
術
も
今
後
ま
た
必
ず

必
要
に
な
る
。
技
術
を
継
承
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
、
と
の
話
で
し
た
。

今
後
も
林
業
の
長
期
的
な
循
環
を
見

据
え
て
、
必
要
な
研
修
を
企
画
・
開
催

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

研修資料 （長野県林業センター育林部）研修資料 （長野県林業センター育林部）

苗木を観るポイントとは苗木を観るポイントとは

植栽用具の説明 （スペード）植栽用具の説明 （スペード）

林
業
普
及
指
導
員
研
修

「
苗
木
と
植
栽
の
基
礎
知
識
」
を
開
催
し
ま
し
た

※　左：不良苗　　　右：優良苗※　左：不良苗　　　右：優良苗
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が
な
さ
れ
て
い
る
、
③
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
は

じ
め
、
近
年
カ
ラ
マ
ツ
の
木
材
価
格
が
稀
に
み

る
高
騰
と
な
っ
て
い
る
た
め
―
等
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

 

３  

造
林
未
済
地
の
増
加

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
造
林
未
済
地
の

増
加
で
す
。
主
伐
面
積（
転
出
に
係
る
主
伐
は

除
く
。
天
然
林
66 

ha
含
む
。）が
増
加
し
再
造
林

面
積
も
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
伸
び
に

追
い
つ
か
ず
、
造
林
未
済
地
も
増
加
し
て
い
ま

す
。（
図
３
）

持
続
可
能
な
森
林
・
林
業
を
構
築
す
る
た
め

に
は
、
次
世
代
に
繋
げ
る
カ
ラ
マ
ツ
を
再
造
林

し
て
資
源
を
残
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

再
造
林
さ
れ
な
い
理
由
と
し
て
は
、
①
林

業
後
継
者
の
問
題
、（
再
造
林
し
た
と
こ
ろ
で
、

後
継
者
が
引
き
継
い
で
く
れ
な
け
れ
ば
、
植
林

し
て
林
業
経
営
を
継
続
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）②
再
造
林
経
費
及
び
そ
の
後
の

保
育
経
費
が
、
森
林
所
有
者
の
負
担
と
な
る
こ
と
、（
主
伐
の
売
上
だ
け
で
は
賄
え

な
い
、
も
し
く
は
売
上
が
減
額
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
）③
持
続
的
利
用
が
可
能

な
森
林（
特
に
効
率
的
な
施
業
が
可
能
な
森
林
）の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
遅
れ
て
い
る
、
更

に
、
④
カ
ラ
マ
ツ
苗
木
の
手
配
に
苦
労
し
て
い
る
状
況
も
補
足
的
に
理
由
と
し
て
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

 
４  
更
新
施
業
に
お
け
る
課
題

佐
久
地
域
で
の
カ
ラ
マ
ツ
の
更
新
施
業
を
行
う
上
で
の
課
題
を
左
記
に
整
理
し

ま
す
。

① 　

森
林
経
営
計
画
作
成
に
か
か
る
、
伐
採
上
限
値
の
制
約
。（
大
面
積
を
有
す

る
団
地
以
外
で
は
計
画
認
定
が
取
得
し
に
く
い
）

 

１  

佐
久
管
内
の
カ
ラ
マ
ツ
資
源

佐
久
管
内
の
森
林
面
積
は
約
11
万
ha
で
森
林

率
は
70
％
で
す
。
こ
の
内
７
割
が
民
有
林
で
、
そ

の
62
％
が
人
工
林
で
す
。
他
の
地
域
と
比
べ
て
人

工
林
率
の
高
い
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
人
工

林
の
89
％
を
カ
ラ
マ
ツ
が
占
め
、
県
内
で
も
東
信

地
域
は
上
田
管
内
と
併
せ
、
カ
ラ
マ
ツ
の
主
要
な

産
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
林
業
の
主
要
樹
種
で
あ
る
カ
ラ
マ
ツ
の

林
齢
構
成
は
、
11
齢
級（
51
年
生
）以
上
が
87
％
を

占
め
、
成
熟
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

 

２  

カ
ラ
マ
ツ
の
主
伐
・
再
造
林

こ
の
様
な
森
林
資
源
を
有
す
る
佐
久
地
域
で

は
、
素
材
生
産
が
主
伐
に
よ
り
行
わ
れ
始
め
て
い

ま
す
。（
図
２
）

令
和
２
年
に
お
け
る
カ
ラ
マ
ツ
の
素
材
生

産
量
で
は
、
主
伐
で
５
万
３
千
㎥
、
間
伐
で

１
万
２
千
㎥
で
あ
り
、
材
積
で
み
る
と
約
８
割
が
主
伐
に
よ
る
素
材
生
産
と
な
っ
て

い
ま
す
。

佐
久
地
域
で
主
伐
が
進
む
主
な
原
因
は
、
①
カ
ラ
マ
ツ
の
林
齢
が
主
伐
の
時
期
を

迎
え
て
い
る
、
②
公
有
林
の
分
収
造
林
地
が
契
約
満
期
を
迎
え
、
清
算
伐
採（
主
伐
）

佐
久
地
域
の
取
組
事
例

佐
久
地
域
の
取
組
事
例

佐
久
地
域
の
取
組
事
例

〜
カ
ラ
マ
ツ
林
業
の
再
構
築
を
目
指
し
て
〜

主
伐
・
再
造
林

特
　
　
集

主
伐
・
再
造
林

特
　
　
集

　

県
内
の
人
工
林
の
多
く
が
伐
採
適
齢
期
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
伐
に
よ
る

素
材
生
産
と
、
主
伐
後
の
再
造
林
を
確
実
に
進
め
、
森
林
資
源
の
持
続
的
な

管
理
・
利
用
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
特
集
で
は
、
主
伐
・
再
造
林
に

関
す
る
取
り
組
み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、３
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

【図１】佐久地域のカラマツの齢級構成
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【図２】間伐・主伐（皆伐）面積の推移
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よ
る
下
刈
り
施
業
の
省
力
化
等
の
検

証
を
、
長
野
県
庁
の
林
業
専
門
技
術

員
・
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
育
林
部
と

連
携
し
た「
現
場
適
応
化
実
証
試
験
」

に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令

和
２
年
度
に
林
務
課
発
行
誌
で
あ
る

『
も
り
の
声
』
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版

と
し
て「
主
伐
と
再
造
林
の
す
す
め
」

を
発
行
、
普
及
啓
発
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

 

 

６  

今
後
の
取
組
に
つ
い
て

今
年
度
は
普
及
指
導
重
点
取
り
組
み
事
項
と
し
て
、「
特
に
効
率
的
な
施
業
計
画

が
可
能
な
森
林
の
区
域
」
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
市
町
村
と
連
携
し
積
極
的
に
行
い
、
持

続
的
な
林
業
経
営
を
行
う
べ
き
地
域
の
拾
い
出
し
に
よ
る「
カ
ラ
マ
ツ
林
業
の
推
進
」

に
取
り
組
む
事
と
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
過
去
に
植
林
さ
れ
た
奥
地
、
急
傾
斜
地
の
カ
ラ
マ
ツ
に
つ
い
て
も
そ
の

利
用
を
検
討
し
、
針
広
混
交
林
化
、
広
葉
樹

林
化
を
誘
導
す
る
と
共
に
、
切
り
捨
て
ず
に

搬
出
で
き
る
作
業
シ
ス
テ
ム
と
し
て
架
線
系

技
術
の
習
得
も
目
指
す
予
定
で
す
。
昨
年
度

は
南
佐
久
中
部
森
林
組
合
で
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ

を
使
用
し
た
皆
伐
施
業
の
研
修
を
し
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
、
多
く
の
林
業
事
業
体
と
共

に
研
修
で
き
る
よ
う
検
討
中
で
す
。
ま
た
、

佐
久
地
域
の
カ
ラ
マ
ツ
林
業
の
今
後
の
在
り

方
、
進
む
べ
き
方
向
性
等
に
つ
い
て
、
川
上

か
ら
川
下
ま
で
の
林
業
関
係
者
に
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
等
も
交
え
た
意
見
交
換
会
を
行
い

た
い
と
検
討
し
て
い
ま
す
。

②　

前
述
し
た
公
有
林
で
の
分
収
造
林

地
の
再
造
林
行
う
た
め
の
予
算
確
保

③ 　

持
続
的
利
用
が
可
能
な
森
林
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
地
形
、
地

質
、
水
文
、
植
生
等
に
よ
る
個
別
施

業
地
の
判
定

④　

サ
サ
地
対
策
、
獣
害
対
策
等
、
計

画
的
か
つ
確
実
な
保
育
施
業
の
実
施

⑤　

生
産
目
標
、
目
標
林
型
の
設
定

⑥　

伐
採
・
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
施
業
の
推
進（
機
械
地
拵

え
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
実
証
や
検

証
が
必
要
）

⑦　

下
刈
り
保
育
作
業
に
か
か
る
担
い

手
の
確
保

⑧　

次
の
再
造
林
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
基

礎
資
料
と
な
る
、
主
伐
に
係
る
属
地

デ
ー
タ（
芯
腐
れ
、
樹
高
、
林
齢（
地

位
）、
形
状
比
等
）の
蓄
積

⑨　

地
拵
え
、
下
刈
り
等
の
機
械
化（
労
働
負
荷
の
軽
減
）

 

５  

更
新
施
業
に
お
け
る
取
組

こ
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
る
中
、
小
海
町
、
南
相
木
村
及
び
北
相
木
村
の
３
町
村

を
管
轄
す
る
南
佐
久
中
部
森
林
組
合
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
主
伐
後
の
再
造
林

〜
保
育
10
年
保
証
制
度
」
と
し
て
主
伐
の
売
上
か
ら
21
万
円
／
ha
で
再
造
林
、
下
刈

５
回
、
除
伐
１
回
を
行
い
、
10
年
生
の
山
ま
で
育
て
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

更
に
同
組
合
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
森
林
所
有
者
の
負
担
ゼ
ロ
で
再
造
林
を
行
う

「
分
収
造
林
」
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
持
続
可
能
な
林
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

佐
久
地
域
振
興
局
で
は
、
生
産
目
標
、
目
標
林
型
の
設
定
に
関
し
、
令
和
２
年

度
よ
り
カ
ラ
マ
ツ
の
高
密
度
植
栽
に
よ
る
小
径
木
の
短
伐
期
施
業
、
植
栽
本
数
に

【図３】主伐・再造林・造林未済地の推移

0
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350
400
450

H28 H29 H30 R1 R2
主伐（皆伐） 再造林（植栽） 造林未済地

（ha）

佐久穂町有林の更新状況佐久穂町有林の更新状況

【
佐
久
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
佐
久
地
域
振
興
局
林
務
課
】
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北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
林
務
課
で
は
、
適
切
な
補
助
金
執
行
を
図
る
と
と
も

に
、
森
林
・
林
業
の
技
術
を
高
め
る
た
め
、
管
内
の
林
業
事
業
体
や
市
町
村
の
担
当

者
を
対
象
と
し
た
大
北
地
区
森
林
整
備
実
務
者
研
修
を
平
成
27
年
度
か
ら
毎
年
開
催

し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
森
林
作
業
道
や
労
働
安
全
等
、そ
の
時
の
課
題
に
応
じ
た
テ
ー

マ
に
よ
り
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
２
回
開
催
し
て
お
り
、
第
１
回
で
は
、
年
度
当
初
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
補
助
金
や
森
林
計
画
制
度
の
基
礎
、
信
州
の
森
林
づ
く
り
事
業
の

実
務
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
第
２
回
で
は
、
主
伐
期
を
迎
え
た
森

林
資
源
を
活
用
し
て
い
く
一
助
と
す
る
た
め
に
、
最
近
の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く

情
勢
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
っ
た
後
、
本
年
度

稼
働
を
始
め
た
「
北
ア
ル
プ
ス
森
林
組
合
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
」
に
会
場
を

移
し
て
、
チ
ッ
パ
ー
機
に
よ
り
未
利
用
材
を
チ
ッ
プ
化
す
る
工
程
の
見
学
や
材
の
受

入
れ
体
制
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
で
は
、
管
内
の
民
有
林
の
67
％
を
占
め
る
広
葉
樹
に
つ

い
て
地
域
の
強
み
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
工
林
に
つ
い
て
も
県
内
の
他
の
地
域
と
同
様
に
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、

主
伐
・
再
造
林
等
に
よ
り
健
全
な
森
林
の
育
成
や
木
材
の
活
用
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
す
。

森
林
整
備
の
推
進
や
森
林
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
地
域
の
林
業
・
木
材
産

業
の
発
展
や
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
今
後
も
林

業
関
係
の
皆
さ
ん

の
森
林
・
林
業
に

関
す
る
知
識
・
技

術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
の
林
業

振
興
に
寄
与
す
る

た
め
の
研
修
会
を

計
画
し
て
い
き
ま

す
。

令
和
４
年
５
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
に
渡
り
、
東
京
都
立
北
園
高
校
の

生
徒
３
２
０
名
の
皆
さ
ん
が
伊
那
市
を
訪
れ
、
森
林
探
求
活
動
と
森
林
整
備
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

都
立
北
園
高
校
は
平
成
23
年
度
に
伊
那
市
西
春

近
財
産
区
と
「
森
林
の
里
親
契
約
」
を
結
び
、
毎

年
こ
の
時
期
に
伊
那
市
を
訪
れ
て
森
林
整
備
活
動

を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
２
年
間
は
活
動
が
行
え

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
３
年
ぶ
り
に
活
動
が
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

初
日
と
２
日
目
は
ま
す
み
ケ
丘
平
地
林
内
の
伊

那
市
市
民
の
森
で
、
数
名
程
度
の
小
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
が
事
前
学
習
で
決
め
た
テ
ー

マ
の
探
究
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
森
の

癒
し
や
森
林
の
機
能
、
草
木
染
や
二
酸
化
炭
素
吸
収

量
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
調
査
や
確
認
活
動
を
進
め

ま
し
た
。
予
め
事
前
学
習
で
伊
那
市
在
住
の
稲
邉
謙
二
郎
さ
ん
が
学
校
に
赴
き
、
生

徒
の
質
問
に
答
え
る
な
ど
し
て
探
求
の
方
法
を
決
め
て
き
た
の
で
、
各
自
が
森
林
内

を
散
策
し
な
が
ら
そ
の
方
法
を
実
践
し
成
果
を
ま
と
め
ま
す
。
上
手
く
い
く
グ
ル
ー

プ
や
、
想
像
し
た
と
お
り
に
進
ま
な
い
グ
ル
ー
プ
な
ど
様
々
で
し
た
が
、
自
然
あ
ふ

れ
る
環
境
下
で
和
気
藹
々
と
学
習
を
進
め
ま
し
た
。

３
日
目
は
西
春
近
財
産
区
の
森
林
へ
移
動
し
、
除
伐
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
普
段

あ
ま
り
使
う
こ
と
の
な
い
鋸
で
林
道
沿
い
や
獣
害
防
護
柵
周
辺
の
灌
木
を
伐
採
し
ま

し
た
。
作
業
に
は
地
元
財
産
区
の
方
々
が
指
導
に
付
き
、
地
域
の
方
々
と
お
話
し
を

し
な
が
ら
作
業
を
進
め
、
約
３
時
間
し
っ
か
り
と
汗
を
流
し
ま
し
た
。
最
初
は
中
々

手
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
、
終
わ
る
こ
ろ
に
は
作
業
エ
リ
ア
全
体

が
見
通
せ
る
ほ
ど
の
伐
採
が
出
来
ま
し
た
。

作
業
後
は
財
産
区
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
昼
食
の
カ
レ
ー
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
バ
ス
に
乗
車
し
て
帰
途
に
着
く
と
き
、
地
元
の
方
が
バ
ス
に
向
か
っ
て

手
を
振
る
と
、
バ
ス
の
中
か
ら
生
徒
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
手
を
振
り
返
し
て
く
れ
る

光
景
は
清
々
し
く
映
り
ま
し
た
。

都
市
部
の
学
生
が
上
流
域
の
森
林
を
考
え
行
動
す
る
こ
の
活
動
が
、
今
後
も
継
続

さ
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

北
園
高
校
の
み
な
さ
ー
ん
！　

来
年
も
待
っ
て
ま
ー
す
♬

森
林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

都
立
北
園
高
校
の
皆
さ
ん
が
３
年
ぶ
り
に
伊
那
市
を
訪
れ
ま
し
た

〜
都
立
北
園
高
校
の
森
林
探
求
実
習
と
森
林
の
里
親
活
動
〜

【
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
上
伊
那
地
域
振
興
局
】

【
上
伊
那
地
域
振
興
局
】

研修会の開催状況研修会の開催状況

チッパー機によりチップがチッパー機によりチップが
生産される様子を見学　　生産される様子を見学　　

森林探求活動をする北園高校生森林探求活動をする北園高校生
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平
素
か
ら
県
林
業
士
会
へ
各
会
員
、

関
係
団
体
の
皆
様
、
林
業
士
活
動
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
有
難
う
御
座
い

ま
す
。
林
業
士
会
会
長
の
飯
森
幸
彦
で

す
。
林
業
士
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
の
第
１
回

目
と
い
う
こ
と
で
、
林
業
士
を
と
り
ま

く
状
況
や
、
林
業
士
会
の
役
割
に
つ
い

て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

林
業
士
を
と
り
ま
く
状
況

私
が
林
業
士
に
認
定
さ
れ
た
時
代

は
、
林
業
士
と
い
う
資
格
は
、
林
業
の

基
本
知
識
を
学
び
、
林
業
の
後
継
者
や

担
い
手
育
成
の
た
め
に
必
要
と
言
う
認

識
で
、
支
部
に
も
森
林
組
合
、
行
政
職

員
を
含
む
多
く
の
会
員
が
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
世
間
で
は
林
業
と
言
う
職
業

の
認
知
度
が
高
く
な
い
時
代
で
も
あ
り

ま
し
た
。

時
代
は
進
み
、
新
た
な
林
業
士
が

続
々
認
定
さ
れ
る
中
、
林
業
士
研
修

生
、
林
業
士
と
し
て
林
業
へ
の
認
識
の

変
化
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
場
面
も
あ
り

ま
す
。
林
業
基
本
知
識
の
研
修
は
従
来

と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
森
林
・
林
業
の

 
林
業
⼠
ध
म
︖

 
地
域
भ
森
林
林
業
現
場
द
主
体
的
प
活
動

घ
ॊ
⽅
॑
増
ृ
ख
︑
林
業
भ
活
性
化
॑
図
ॊ

ञ
ी
प
昭
和
48
年
ऊ
ै
⻑
野
県
ऋ
認
定
ख
थ

ः
ॊ
ु
भ
द
︑ 

県
下
各
地
द
﹁
地
域
林
業
भ

中
核
的
⼈
材
﹂
ध
ख
थ
活
躍
ख
थ
ः
ऽ
घ
︒

大
切
さ
や
、「
森
林
整
備
は
面
白
い
！
」

と
い
う
こ
と
を
普
及
す
る
活
動
に
力
点

を
置
く
方
が
増
え
、
特
に
今
一
番
問
題

な
林
業
従
事
者
の
減
少
問
題
に
関
心
が

高
い
方
々
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
支
部
や
仲
間
内
の
林
業
普
及
活
動

で
、
ス
マ
ホ
な
ど
「
今
ど
き
」
の
ア
イ

テ
ム
を
活
用
す
る
姿
は
印
象
的
で
す
。

さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
自
然
環
境
問

題
、
森
林
の
あ
り
方
、
防
災
減
災
、
木

材
需
給
の
ひ
っ
迫
等
が
社
会
的
な
問
題

と
な
り
、
林
業
へ
の
関
心
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
長
野
県
は
森
林
県

で
す
か
ら
、
林
業
業
界
も
社
会
問
題
の

解
決
に
向
け
て
多
く
の
貢
献
が
で
き
る

産
業
と
し
て
変
化
が
必
要
で
す
。
林
業

士
会
と
し
て
も
、
森
林
環
境
教
育
と
し

て
の
森
林
整
備
活
動
や
、
地
域
で
の
森

林
へ
の
ふ
れ
あ
い
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
安
全

指
導
・
実
演
な
ど
、
子
供
た
ち
に
森
林
・

林
業
の
大
切
さ
を
教
え
る
場
面
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

「
長
野
県
の
資
源
は
水
と
木
材
」
と

言
っ
て
も
過
言
で
な
い
く
ら
い
、
お
い

し
い
水
、
四
季
の
中
で
育
っ
た
強
度
の

あ
る
木
材
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
木
材

は
、
高
度
な
加
工
に
よ
る
建
築
へ
の
利

用
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ま

で
、
多
く
の
利
用
可
能
性
が
あ
る
資
源

で
す
。

川
上
の
林
業
従
事
者
は
、
山
林
の
管

理
、
切
る
、
使
う
、
育
て
る
と
い
う
こ

と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
持
ち
、
胸
を
張
っ

て
で
き
る
職
業
で
す
。
我
々
林
業
士
と

し
て
も
地
域
活
動
中
心
に
、林
業
Ｐ
Ｒ
、

森
林
の
あ
り
方
、
安
全
指
導
な
ど
の
中

核
と
な
る
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
山

林
所
有
者
に
も
山
林
の
手
入
れ
を
行
う

事
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
る
事
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

林
業
士
会
の
役
割　
　
　

し
か
し
問
題
も
多
く
あ
り
、
特
に
林

業
士
や
林
業
士
会
と
は
何
か
、
世
間
の

認
知
度
の
不
足
を
感
じ
ま
す
。
長
野
県

内
で
も
、
林
業
や
山
づ
く
り
の
専
門
ス

キ
ル
を
持
っ
た
林
業
士
会
や
林
業
士
の

存
在
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
林
業
士
単
体
で
の

活
動
だ
け
で
な
く
、
支
部
単
位
や
グ

ル
ー
プ
活
動
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
支
部
を
統
括
す
る
の
が
県
林
業
士

会
の
役
割
で
あ
り
、
支
部
の
支
援
や
情

報
の
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
林
業
士
の
み
な
さ
ん
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
た
め
、
研

修
活
動
等
の
提
案
も
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
行
政
や
林
業
団
体
な
ど
へ
の
懸
け

橋
と
な
り
、
各
種
事
業
に
関
す
る
情
報

の
共
有
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た

様
々
な
分
野
ご
と
に
、
ス
キ
ル
の
高
い

林
業
士
の
存
在
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も
必

要
で
す
。

林
業
士
会
が
、県
行
政
と
も
連
携
し
、

現
場
活
動
に
従
事
し
て
い
る
林
業
士
の

み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
良
い
方
向

へ
進
ん
で
い
く
た
め
、
林
業
士
会
役
員

と
し
て
様
々
な
方
法
を
模
索
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
林
業
士
の
皆
さ
ま
か
ら
の
御
意
見

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

こ
の
先
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

飯
森
幸
彦　

55
歳

　

長
野
県
林
業
士
会
会
長

　

諏
訪
地
域
で
林
業
事
業
体
を
経
営

　

林
業
経
験
歴
33
年

現
場
作
業
は
、
造
林
事
業
へ
の
従
事
か
ら

始
ま
り
、
現
在
は
造
林
事
業
に
加
え
、
素

材
生
産
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

林
業
士
認
定
か
ら
33
年
超
の
間
、
支
部
会

員
と
し
て
地
域
林
業
普
及
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
近
年
、
県
林
業
士
会
役
員
と

し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

プロフィール

リ
レ
ー
コ
ラ
ム

林業士

コラム
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【
中
部
森
林
管
理
局
よ
り
】

【
中
部
森
林
管
理
局
よ
り
】

カ
ラ
マ
ツ
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
特
定

母
樹
の
円
滑
な
普
及
に
向
け
て

伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収

支
の
プ
ラ
ス
転
換
を
目
指
す
「
新
し
い

林
業
」
に
お
い
て
、
そ
の
中
核
と
な
る

の
が
、
従
来
の
苗
木
に
比
べ
1
・
5
倍

以
上
の
成
長
を
示
す
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー

特
定
母
樹
を
活
用
し
た
造
林
や
下
刈
り

費
用
の
削
減
、
木
材
と
し
て
収
穫
で
き

る
ま
で
の
期
間
短
縮
に
よ
る
低
コ
ス
ト

施
業
体
系
の
構
築
で
す
。

今
年
３
月
、
長
野
県
の
林
業
の
更
な

る
発
展
を
担
う
新
た
な
品
種
で
あ
る
カ

ラ
マ
ツ
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
普
及
に
向

け
て
、
長
野
県
、
伊
那
市
及
び（
国
研
）

森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー

と
当
局
の
四
者
で
「
カ
ラ
マ
ツ
エ
リ
ー

ト
ツ
リ
ー
特
定
母
樹
の
円
滑
な
普
及
に

向
け
た
覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
４
月
12
日
、
伊
那
市
の
「
ま
す

み
ヶ
丘
市
民
の
森
」
に
お
い
て
、
伊
那

市
主
催
に
よ
る
「
カ
ラ
マ
ツ
エ
リ
ー
ト

ツ
リ
ー
植
樹
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
に
提

供
い
た
だ
い
た
苗
木
90
本
を
関
係
者
が

植
栽
し
て
日
本
初
と
な
る
「
カ
ラ
マ
ツ

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
特
定
母
樹
の
展
示

林
」
が
誕
生
し
、
今
後
、
ま
す
み
ヶ
丘

市
民
の
森
を
訪
れ
る
方
々
に
も
、
そ
の

成
長
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

来
年
度
の
春
に
は
、
当
局
で
も
浅
間

山
の
国
有
林
に
特
定
母
樹
の
展
示
林
を

造
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
ら
二
箇

所
の
展
示
林
を
核
と
し
た
技
術
実
証
や

現
地
検
討
会
等
を
通
し
て
、
特
定
母
樹

の
早
期
導
入
に
向
け
た
普
及
活
動
に
、

４
者
で
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

現
在
、
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
長

野
県
、
富
山
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
の

国
有
林
及
び
民
有
林
で
活
躍
し
て
い
る

林
業
従
事
者
の
働
く
姿
を
対
象
と
し
た

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

林
業
・
木
材
産
業
は
、
外
材
の
輸
入

減
少
等
に
よ
る
状
況
下
に
お
い
て
、
国

産
材
の
需
要
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

生
産
側
で
あ
る
川
上
へ
の
期
待
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
季
節
や
天
候
で
日
々

変
化
す
る
自
然
を
相
手
に
し
た
川
上

の
、
普
段
は
人
目
に
触
れ
な
い
現
場
で

頑
張
っ
て
い
る
林
業
従
事
者
の
姿
を
広

く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
山
へ
の
関
心
と

林
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

応
募
で
き
る
の
は
、
写
真
も
安
全
第

一
に
撮
影
で
き
る
林
業
従
事
者
の
方
々

に
限
定
し
て
い
ま
す
。

優
秀
作
品
に
は
副
賞
も
あ
り
ま
す
の

で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
手
軽
に
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

川
上
の
林
業
の
現
場
、
み
ん
な
で
盛

り
上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

中
部
の
森も

　
り林　

　
　
　
　
　
　

林
業
従
事
者 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

植樹セレモニーの様子植樹セレモニーの様子

PR用の ポスター（左）　と　チラシ（右）PR用の ポスター（左）　と　チラシ（右）
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協
同
組
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
２
開
催
の
お
知
ら
せ

は
共
通
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
協
同
組
合
は
よ
り

よ
い
世
界
を
築
き
ま
す
」
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
２
０
１
２
年
の
国
際
協
同
組
合

年
か
ら
10
年
を
迎
え
る
こ
と
に
ち
な
み
、
当

時
と
呼
応
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。長

期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

経
済
へ
の
影
響
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
加

え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
国

際
情
勢
の
緊
迫
化
は
、
燃
料
の
高
騰
や
食
料

の
安
定
供
給
の
危
機
を
も
た
ら
し
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
揺
る
が
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
経
済
が
停
滞
し
、
世
界
の
平
和
と
安
全

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
人
々
が
支
え

合
い
助
け
合
う
協
同
の
精
神
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ

れ
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
的
な
開
発
目
標
）」

で
は
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
持
続

可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
に
富
ん
だ
社
会
の

実
現
の
た
め
17
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
目
標
の
達
成
に
対
し
、
安
定
的
な
食
料

や
資
源
の
供
給
を
行
う
農
林
水
産
業
や
、
貧

困
の
解
消
、
健
康
的
な
生
活
の
確
保
と
福
祉

の
推
進
、食
品
ロ
ス
の
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

ワ
ー
ク
（
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕

事
）
の
創
出
な
ど
協
同
組
合
が
果
た
す
役
割

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
10
月
に
は
、
新
た
に
労
働
者
協

同
組
合
法
が
施
行
さ
れ
、
協
同
組
合
運
動
は

更
に
広
が
り
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
森
林
組
合
系
統
は
、
か
つ
て
一
村

７
月
２
日(

土)

は
、国
際
協
同
組
合
デ
ー

で
す
。

国
際
協
同
組
合
デ
ー
は
、
協
同
組
合
へ
の

認
知
を
高
め
、
国
際
連
帯
、
経
済
的
効
率
性
、

平
等
、
世
界
平
和
と
い
っ
た
協
同
組
合
運
動

の
理
念
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
同
組
合
同
盟
）
の
呼
び
か
け
の
も

と
世
界
の
協
同
組
合
が
毎
年
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
で
す
。
毎
年
７
月
第
１
土
曜
日
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
１
９
９
５
年
か
ら
は
国
連

の
国
際
デ
ー
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
１
０
０
回
を
迎
え
る
今
年
、
Ｉ
Ｃ
Ａ

一
組
合
の
強
制
加
入
の
時
代
を
経
て
お
り
、

協
同
組
織
と
し
て
の
歴
史
は
ま
だ
浅
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
森
林
所
有
者
の
協
同
組
合
と
し

て
、
森
林
所
有
者
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の

向
上
と
森
林
の
健
全
な
育
成
や
保
全
、
森
林

生
産
力
の
向
上
を
図
り
、
協
同
組
合
間
連
携

を
通
じ
て
、
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
に
向
け

て
協
同
組
合
の
理
解
を
深
め
、
協
同
組
合
運

動
の
拡
大
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

長
野
県
内
の
協
同
組
合
間
連
携
の
一
環

と
し
て
、
組
合
員
同
士
の
交
流
や
県
民
の

皆
様
に
協
同
組
合
の
活
動
を
知
っ
て
い
た

だ
く
イ
ベ
ン
ト
「
長
野
県
協
同
組
合
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

開
催
日
は
10
月
２
日
（
日
）
の
10
時
30

分
〜
15
時
30
分
、
長
野
市
の
「
な
が
の
表

参
道
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ
ア
」
を
会
場

に
、
入
場
時
の
検
温
・
消
毒
、
マ
ス
ク
着

用
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

対
策
を
徹
底
す
る
中
で
行
い
ま
す
。

県
内
の
協
同
組
合
や
関
係
団
体
が
商
品

を
持
ち
寄
り
、
農
産
物
な
ど
の
直
売
を
行

う
ほ
か
、
活
動
紹
介
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
約
30
ブ
ー
ス
が
出
店
予
定
で
す
。

共
催
企
画
と
し
て
前
日
に
記
念
講
演
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
。
各
種
お

問
い
合
わ
せ
は
実
行
委
員
会
事
務
局
長
野

県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
ま
で
。
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２
０
２
２
年
６
月
22
日
〜
６
月
23
日
の

２
日
間
、
安
曇
野
市
三
郷
の
も
く
り
ゅ
う
館

で
「
森
林
組
合
会
計
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
初
任
者
研
修
会
と
併
せ

て
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
職
務
経
験
を
積

ん
だ
方
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
学
び
直
し
の
要

望
を
受
け
、
別
日
程
で
会
計
に
特
化
す
る
内

容
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
感
染
防
止
対

策
を
講
じ
る
中
、
33
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

「
会
計
・
簿
記
の
基
礎
」
で
企
業
会
計
原

則
な
ど
を
お
さ
ら
い
し
た
後
、
指
導
部
門
、

販
売
部
門
、
森
林
整
備
部
門
と
各
事
業
で
の

受
託
や
請
負
、
買
取
販
売
と
い
っ
た
事
業
形

態
に
合
わ
せ
た
取
引
例
題
の
仕
訳
を
演
習
し

ま
し
た
。

２
０
２
２
年
６
月
９
日
〜
６
月
10
日
の

２
日
間
、
安
曇
野
市
三
郷
の
も
く
り
ゅ
う
館

で
森
林
組
合
職
員
を
対
象
に
し
た
「
職
長
・

安
全
衛
生
責
任
者
教
育
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
研
修
会
は
、
現
場
に
お
け
る
作
業

員
の
安
全
及
び
指
導
・
監
督
能
力
の
向
上
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
28
名
が
受
講
し
ま

し
た
。

講
師
に
Ｒ
Ｓ
Ｔ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
横
山
繁

樹
氏
を
迎
え
、
職
長
の
役
割
、
指
導
及
び
教

育
の
方
法
か
ら
、
労
働
災
害
の
原
因
や
そ
の

環
境
を
分
析
す
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

他
、
作
業
手
順
の
定
め
方
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
措
置
、
災
害
事
例
研
究
な
ど
、
２
日

間
で
計
14
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
進
め
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
の
経
験
を
基
に
、
普
段

交
流
す
る
機
会
が
少
な
い
他
の
森
林
組
合
職

員
と
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
今
回
は
、
技
能
職
員
だ
け
で
な
く

一
般
職
員
の
参
加
も
多
く
、
様
々
な
視
点
か

ら
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
災
害
の
撲
滅
と
技
能
者
の
育
成
に

は
、
現
場
で
指
揮
を
執
る
職
長
の
役
割
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

受
講
者
に
は
後
日
、
労
働
安
全
衛
生
法

で
定
め
ら
れ
た
「
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
基
づ
く
修
了
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
受
託
の
森
林
整
備
と
受
託

販
売
の
仕
訳
を
題
材
に
作
成
し
た
委

託
者
へ
の
精
算
書
を
例
に
、
各
取
引

が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
の
か
解

説
し
ま
し
た
。
２
日
目
の
午
後
か
ら

は
決
算
処
理
を
演
習
し
、
一
般
管
理

費
の
仕
訳
方
や
固
定
資
産
の
減
価
償

却
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
森
林
整
備
事
業
や

決
算
処
理
に
特
化
し
た
解
説
や
、
組

合
間
の
意
見
交
換
を
求
め
る
声
も
あ

り
、
今
後
、
さ
ら
な
る
内
容
の
充
実

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
長
野
県
森
連

で
は
引
き
続
き
公
正
な
会
計
処
理
を

徹
底
し
、
森
林
組
合
の
運
営
に
資
す

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

安
全
作
業
と
育
成
指
導
を
学
ぶ

　

令
和
４
年
度
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

よりよい組合経営のために
令和 4年度
　　森林組合会計研修会



県森連だより

■ 11 ■　長野の林業　No.382　2022.7

林
業
で
使
う
チ
ェ
ン
ソ
ー
防
護
パ
ン
ツ

や
振
動
軽
減
手
袋
、
山
菜
狩
り
や
き
の
こ
狩

り
な
ど
山
で
の
作
業
に
便
利
な
ス
パ
イ
ク
地

下
足
袋
や
ナ
タ
、
ノ
コ
ギ
リ
な
ど
の
定
番
商

品
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
夏
の
野
外
作
業
や

レ
ジ
ャ
ー
で
重
宝
す
る
人
気
の
「
パ
ワ
ー
森

林
香
」
な
ど
防
虫
商
品
の
ほ
か
、
オ
オ
カ
ミ

の
尿
の
成
分
で
シ
カ
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、

ク
マ
な
ど
の
獣
害
忌
避
効
果
を
発
揮
す
る

「
ウ
ル
フ
ピ
ー
」
も
好
評
で
す
。

裏
面
の
「
し
ん
く
み
バ
ザ
ー
ル
」
は
長

野
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
掲
載
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
表
面
に
載
せ
き
れ
な
か
っ
た
こ
だ
わ
り

の
商
品
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
長
野
県
内
の
森
林
組
合
が
取
り

扱
っ
て
い
る
商
品
紹
介
で
は
、
No.
３
８
０
号

で
掲
載
し
た
根
羽
村
森
林
組
合
の
木
糸
タ
オ

ル
「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｆ
®
」
が
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、

松
本
広
域
森
林
組
合
で
は
、
朝
日
村
特
産
の

カ
ラ
マ
ツ
材
で
村
内
の
作
家
の
方
た
ち
が
製

作
し
た
、
生
活
の
一
コ
マ
に
使
え
る
工
夫
を

凝
ら
し
た
製
品
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
昨
年

の
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
「
信
州

朝
日
カ
ラ
マ
ツ　

ウ
ッ
ド
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
右

下
写
真
）」
が
新
規
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
地
の
丈
夫
さ
か
ら
林
業
で
愛

用
さ
れ
て
き
た
「
帆
布
」
を
お
し
ゃ
れ
に
仕

立
て
た
カ
バ
ン
の
「
ボ
ル
サ
」
シ
リ
ー
ズ
も

イ
チ
オ
シ
で
す
。

表
裏
合
わ
せ
て
約
１
６
０
点
ほ
ど
の
魅

力
的
な
ア
イ
テ
ム
が
掲
載
さ
れ
た
「
森
林
組

合
購
買
チ
ラ
シ
」
は
県
内
各
地
の
森
林
組
合

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
長
野
県
森
連
HP
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

購
買
商
品
の
お
求
め
は
お
近
く
の
森
林

組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
森
林
組
合
の
購
買

商
品
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
♪

未
経
験
者
の
方
で
も
林
業
に
就
き
、
必

要
な
技
術
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
林
業
経

営
体
に
採
用
さ
れ
た
人
に
対
し
、
講
習
や
研

修
を
行
う
こ
と
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援

す
る
国
の
制
度
で
あ
る
「
緑
の
雇
用
」
事
業

は
、
平
成
15
年
に
開
始
し
、
今
年
度
で
19
年

目
を
迎
え
ま
す
。

新
規
就
業
者
向
け
研
修
（
Ｔ
Ｒ
・
Ｆ
Ｗ
）

を
終
了
し
た
従
事
者
は
お
よ
そ
２
万
人
近
く

（
令
和
元
年
ま
で
林
野
庁
資
料
に
よ
る
）
に

な
り
、
林
業
従
事
者
の
約
半
数
が
「
緑
の
雇

用
」
出
身
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
事
業
が
開
始
し
て
お
り
、（
一
財
）

長
野
県
林
業
労
働
財
団
に
よ
る
集
合
研
修
の

ほ
か
、
森
林
組
合
を
は
じ
め
各
林
業
経
営
体

で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

研
修
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
安
全
作
業
を

徹
底
す
る
中
で
技
能
を
磨
き
、
将
来
を
担
う

林
業
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
版
の
「
森
林
組
合
購
買
チ

ラ
シ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
に
ご
好
評
い
た
だ
き
今

年
で
29
回
目
に
な
る
チ
ラ
シ
は
、
近
隣
の

中
部
・
関
東
の
11
県
森
連
合
同
で
毎
年
作

成
し
て
お
り
ま
す
。

林
業
に
役
立
つ
ア
イ
テ
ム
が
大
集
合
！

　
　
　

第
29
回
森
林
組
合
購
買
チ
ラ
シ

令
和
４
年
度

「
緑
の
雇
用
」が
ス
タ
ー
ト
！
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林

　

和

弘

会

長

鮎

澤

光

昭

長
野
県
生
産
森
林
組
合

等
団
体
有
林
連
絡
協
議
会

一般
財
団
法
人

山
　
口
　
勝
　
也

役
職
員
一
同

会
協
及
普
業
林
県
野
長

会

長

役
職
員
一
同

会

長 長
事
理

一
般
社
団
法
人

 

森
林･

林
業
の
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

専
務
理
事

事
務
局
長

長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

宮

崎

正

毅

佐

原

良

彦

都

築

　

透

麥
　
島
　
照
　
幸

新

井

藤

弘

峯

村

宗

次

柴
　
田
　
昌
　
志

松

本

寿

弘

組
合
員
一
同

代
表
理
事
会
長

副
会
長
理
事

代
表
理
事
専
務

常
務
理
事

藤

原

忠

彦

林
　
　
　
和
　
弘

髙
　
田
　
幸
　
生

櫻
　
井
　
　
　
肇

幹 
事 

長

宮
　
崎
　
正
　
毅

水
　
本
　
　
　
豪

藤
　
原
　
忠
　
彦

宮

宣

敏

一
般
社
団
法
人

会

長

会

長

林

　

和

弘

長
野
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会

会

長
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役
職
員
一
同

諏
訪
地
域
森
林
づ
く
り

・林
業
振
興
会

も

り

代
表
理
事

組
合
長

白

鳥

　

孝

役
職
員
一
同

役
職
員
一
同

役
職
員
一
同

代
表
理
事

組
合
長

大
久
保
　
憲
　
一

役
職
員
一
同

吉

澤

悦

史

林

　

和

弘

理 

事 

長

組
合
員
一
同

新
　
井
　
藤
　
弘

役
職
員
一
同

組
合
員
一
同

役
職
員
一
同

羽
　
田
　
健
一
郎

役
職
員
一
同

大

屋

　

誠

役
職
員
一
同

会

長

役
職
員
一
同

役
職
員
一
同

代
表
理
事

組
合
長

佐
々
木
　
　
勝

代
表
理
事

組 

合 

長

倉
　
沢
　
明
　
人

役
職
員
一
同

山
　
岸
　
喜
　
昭

緑
を
育
て
山
を
守
る

役
職
員
一
同

由

井

明

彦

代
表
理
事

組
合
長

代
表
理
事

組

合

長

黒

澤

和

夫

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
）二
八
五―

九
〇
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
）二
八
五―

九
〇
七
一
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村
　
石
　
正
　
郎

代
表
理
事

組
合
長

役
職
員
一
同

長
野
県
小
県
郡
長
和
町
古
町
四
二
九
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
八
）
六
八―

三
五
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
八
）
六
八―

〇
二
〇
二

代
表
取
締
役
社
長

ハ
イ
グ
レ
ー
ド
集
成
材　

信
州
唐
松
丸

役
職
員
一
同

代
表
理
事

長
野
市
大
字
穂
保
字
中
ノ
配
三
四
二

竹
　
下
　
元
　
治

宮
　
澤
　
　
　
遥

（
〇
二
六
五
） 

三
三―
三
三
六
一

役
職
員
一
同

株
式
会
社
飯
田
綜
合

　
　
　  

木
材
セ
ン
タ
ー

長
野
県
飯
田
市
鼎
切
石
四
三
六
七
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
五
）
二
三―

二
二
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
五
）
二
三―

二
五
六
七

―
―
―

宮

崎

正

毅

瑞
穂
木
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

安
曇
野
市
穂
高
七
九
四
〇―

二
七

本
社
／
長
野
市
大
字
稲
葉
二
四
一
三―

三
長
野
林
友
ビ
ル

下
伊
那
郡
松
川
町
上
片
桐
四
六
〇
四

国
内
産
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
使
用

高
圧
木
毛
セ
メ
ン
ト
板
製
造
・
販
売

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
五
）三
六―

六
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
五
）三
六―

六
五
五
五

株
式
会
社南

佐
久
郡
佐
久
穂
町
大
字
平
林
一
二
一

　

（
〇
二
六
七
）
八
六―

四
三
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（ 

〃 

）
八
六―

五
五
四
四

代
表
取
締
役

☎

所

長

長
野
市
岡
田
町
三
〇
|
一
六

長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内

☎（
〇
二
六
）二
二
七
|
六
一
八
五

木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合

理
事
長

勝
　
野
　
智
　
明

長
野
県
木
曽
郡
上
松
町
正
島
町
二―

四
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
四
）五
二―

二
四
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
四
）五
二―

二
三
二
四

長
野
市
稲
葉
中
千
田
沖
二
〇
四
〇―

二

（
〇
二
六
）
二
二
四―

八
七
一
〇

☎

所
長

長
野
市
岡
田
町
三
〇―

一
六

（
〇
二
六
）
二
一
七―

二
六
六
〇

吉
　
田
　
満
　
男

役
職
員
一
同
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0268-23-2135　FAX0268-23-2153

0263-77-8863　FAX0263-77-8893

専
務
取
締
役

代
表
取
締
役

損
害
保
険
代
理
店

環
境
事
業
計
画
施
工
・
墓
石

〇
一
八
二

北
ア
ル
プ
ス
森
林
組
合

代
表
理
事

組
合
長

役
職
員
一
同

割
　
田
　
俊
　
明

長
野
県
緑
の
基
金

理 

事 

長

中
　
條
　
智
　
子

公
益
財
団
法
人

役
職
員
一
同

小
諸
市
甲
字
鞍
掛
四
七
四
七

カ
ラ
松
日
本
一
を
目
指
し
ま
す

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
七
）二
三―

〇
八
八
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
七
）二
二―

一
二
九
三

代
表
取
締
役
社
長

東
京
都
江
東
区
新
木
場
一―

七―

二
二

新
木
場
タ
ワ
ー
八
階

株
式
会
社
キ
ー
テ
ッ
ク

〒136
-0082

http://w
w
w
.key-tec.co.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）五
五
三
四―

三
七
四
一

代
表
理
事

組
合
長

役
職
員
一
同

櫻
　
沢
　
俊
　
一

会
　
　
長

山
　
村
　
　
　
弘

役
職
員
一
同

清
　
水
　
　
　
侃

代
表
理
事

組
合
長

役
職
員
一
同

松
く
い
虫
防
除
シ
ー
ト
は

ま
つ
の
じ
ょ
う

地
球
に
や
さ
し
い

生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
の

く
ん
蒸
用
被
覆
シ
ー
ト

グリーンプラマーク取得

立
木
買
取
り
・
生
産
販
売
・
支
障
木
処
理

特
殊
材
注
文
販
売
・
産
業
廃
棄
物
処
分
業

木
材
森
林
整
備
認
定
事
業
体

平
澤
林
産
有
限
会
社

長
野
県
伊
那
市
西
春
近
四
一
〇
五
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
五
）
七
八―

二
二
二
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
五
）
七
六―

五
七
七
五

長
野
県
伊
那
市
山
寺
一
五
五
八―

一

　
（
〇
二
六
五
）九
六 ―

 

〇
〇
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
二
六
五
）七
二―

八
三
〇
八

代
表
取
締
役

林

　

敏

行

ウ
ッ
ド
レ
リ
ー
フ
製
作



令
和
四
年
七
月
十
日
発
行　

長
野
の
林
業
通
巻
三
八
二
号

長
野
の
林
業
編
集
委
員
会

長
野
市
岡
田
町
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内

発　

行

事
務
局

電
話
〇
二
六(

二
二
七)
五
〇
一
五

電
話
〇
二
六(

二
二
六)
五
六
二
〇

Ｅ
メ
ー
ル N

agarin-center1@
qa3.so-net.ne.jp

Ｅ
メ
ー
ル rinfukyo@

giga.ocn.ne.jp

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会

（
一
社
）長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー

県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！

最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！

 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪

新型コロナウイルスや国際情勢輸入材の調達が困難な状況等から価格、需要ともに上昇傾向にあった

スギ、カラマツの製材・合板向けの丸太ですが、ここにきて一服感がみられます。ヒノキの柱・土台取りは、

需要低調なことから値を下げました。アカマツは依然合板向けや土木用材に引き合いが続いていますが、

アカマツ枯損の原因となるマツノザイセンチュウを媒介するマツノマダラカミキリの活動時期を迎えま

すので、県等が定める松くい虫被害対策としてのアカマツ林施業指針に則した出材をお願いします。

広葉樹は良材に応札活発ですが、材が傷みやすい時期ですので、これから伐採または出材を計画され

ている方は各木材センターにご相談下さい。

市況を随時取り入れ、需要に合わせた仕分け・はい積みをしていきますので、引き続き集荷のご協力

よろしくお願いいたします。

【当連合会は合法木材に取り組んでおります】

合法木材供給事業者の認定を取得し、出荷時には合法的に伐採された木材であることのコメントと合

法木材認定番号及び伐採地と伐採箇所が記載された納品書及び伐採届の提出をお願いします。

※安全のため、木材センターでの荷下ろし・積込みの際には車止めの使用とヘルメットの着用をよろ

しくお願いします。

長野県森連

長野県の木材市況


